
頚部血管超音波（エコー）検査

【検査項目】
頚部超音波検査

頚部血管超音波検査とは

超音波を頚部にあてて、脳に血液を送る大切な血管である頸動脈の状態（動
脈硬化の有無や程度、血液の流れなど）を調べる検査です。
病気の早期発見やリスク評価に役立ちます。
X線撮影のような被爆の心配もなく、苦痛も伴いません。
【検査方法】
検査の際には仰向けに寝てもらい、首にゼリーを塗って行います。
【検査所要時間】
30分程度

頚部血管超音波検査で分かること

【動脈硬化の有無や程度】
血管壁の厚さやプラークの有無、状態を評価します

【血管の狭窄】
プラークによって血管が狭くなっているかどうかを確認します

【脳梗塞や心筋梗塞のリスク評価】
動脈硬化の程度やプラークの状態から、これらの病気のリスクを
推測します

このような方にお勧めします

□ 高血圧・糖尿病・脂質異常症等の既往歴がある方
□ 家族に脳梗塞や心筋梗塞の既往歴がある方
□ 喫煙・運動不足・肥満などの危険因子がある方
□ 脳梗塞や一過性脳虚血発作の既往歴がある方

総頚動脈 内頚動脈

プラーク
外頚動脈

この部分の輪切り

プラーク

NEW!!


